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（平成２３年）

　本年度の市子連「第１９回かるた取り大会」が、１月３０日に市民会館で開催。百人一首を使ったこの大

会には、市内の小学生８７人と中学生３６人が参加し、２回行った乱取りの獲得枚数で順位を決定しました。

会場内は取り手が集中する静寂の中、読み手の声とかるたを取り合う音が心地良く響きました。

主な内容

常設型のリサイクル広場

お知らせ

声・みんなの掲示板

情報BOX

えな自慢
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▲常設型資源ごみ回収拠点施設の完成イメージ図。平成２４年春のオープンを目指し、平成２３年度に着手する

常設型のリサイクル広場特集

け
ま
す
。
常
設
型
の
た
め
、
こ
の
特
性
を

生
か
し
て
、
現
在
の
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
で
回
収
し
て
い
る
品
目
以
上
に
、
多
様

な
品
目
の
回
収
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
各
家
庭
で
堆
肥
化
し
て
処
理

す
る
方
法
の
普
及
啓
発
活
動
や
、
環
境
学

習
、各
種
講
座
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
不
用
品
を
展
示
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
情
報
交
換
の
場
の
提
供
な
ど
、
多
彩

な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
総
合
的
な
環
境
施
設

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
を
、
ご
み
の
減
量
と
環
境
問

題
を
考
え
る
総
合
的
な
拠
点
に
し
て
、
３

※

Ｒ
を
推
進
し
環
境
に
優
し
い
生
活
様
式
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
提
案
し
ま
す
。

協
働
で
資
源
ご
み
を
毎
日
回
収

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
常
設
型
に

※３Ｒ＝次の３つの頭文字を採って３Ｒという。①Ｒｅｄｕｃｅ・リデュース（発生抑制＝ごみを減らす暮らしづ
くり）②Ｒｅｕｓｅ ･リユース（繰返し使う）、③Ｒｅｃｙｃｌｅ・リサイクル（再生利用）

３
Ｒ
を
推
進
す
る
拠
点
に

　

市
は
、
平
成
２４
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
、来
年
度
、市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

南
側
の
阿
木
川
沿
い
に
、
常
設
型
資
源
ご

み
回
収
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
身
近
に
あ

る
資
源
の
有
効
活
用
や
環
境
問
題
全
般
の

情
報
提
供
と
体
験
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て
。
資
源
回
収

を
行
う
資
源
回
収
ス
ペ
ー
ス
や
、
各
種
講

座
な
ど
を
開
催
す
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、

事
務
室
、
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
に
は
、新
聞
や
雑
誌
、段
ボ
ー

ル
な
ど
の
古
紙
や
古
着
、
飲
料
缶
な
ど
資

源
と
し
て
再
生
利
用
が
可
能
な
も
の
を
、

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
日

開
け
る
予
定
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
都
合
の
良
い
と
き
に
利
用
し
て
い
た
だ

施設の平面図

資源回収スペース多目的スペース

リユース品の
展示販売
スペース

倉庫

事務室

　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
、
恵
那
総
合
庁
舎

駐
車
場
で
開
か
れ
て
い
る
「
日
曜
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
」
を
、
常
設
型
資
源
ご
み
回
収

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
広
場
を

運
営
し
て
い
る
市
民
エ
コ
会
議
と
、
協
働

で
施
設
を
検
討
。
平
成
２４
年
春
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
普
段
、
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
不
用
品
を
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
り
、
再
利
用
し
た
り
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
社
会
の

拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

環
境
課（
内
線
１
８
３
）
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常設型のリサイクル広場特集

集
団
回
収
の
回
収
量
が
減
少

　

市
は
、
ア
ル
ミ
缶
や
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
資
源
ご
み
と
し
て
自
治
会
な
ど
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
、
古

紙
の
回
収
は
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど

も
会
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
少
子
化
の
影
響
か
、
集
団
回

収
の
回
収
量
が
減
少
傾
向
で
す
。
こ
の
７

年
間
で
約
５
０
０
㌧
減
少
し
て
い
ま
す
。

集
団
回
収
の
回
数
も
減
少
傾
向
で
、
資
源

を
排
出
す
る
機
会
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
集
団
回
収
だ
け
で
は
、

回
収
頻
度
や
回
収
品
目
が
十
分
で
は
な

く
、
市
民
か
ら
「
家
の
中
に
新
聞
紙
や
雑

誌
が
た
ま
っ
て
い
る
が
、
出
す
方
法
が
な

く
困
っ
て
い
る
」「
休
日
に
持
ち
込
め
る

場
所
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平

成
１９
年
度
に
環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民

グ
ル
ー
プ
と
定
期
的
に
協
議
を
重
ね
る
中

で
、
市
民
の
利
便
性
の
確
保
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
促
進
、
ご
み
減
量
化
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、資
源
ご
み
拠
点
回
収
事
業「
日

曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

野
外
実
施
に
多
く
の
課
題
が

　　

平
成
１９
年
１０
月
の
第
３
日
曜
日
に
、
市

役
所
駐
車
場
で
、
１
回
目
の
日
曜
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
を
開
催
。
初
回
か
ら
大
変
好
評

で
、
来
場
し
た
車
両
は
２
３
０
台
ほ
ど
、

約
９
㌧
の
回
収
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
駐
車
場
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
駐
車
場
に
な

る
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
す
る

た
め
の
場
所
の
確
保
が
課
題
に
な
り
ま
し

た
。
利
用
者
も
増
加
し
、
会
場
が
手
狭
で

危
険
な
た
め
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら
は
、

会
場
を
恵
那
総
合
庁
舎
の
駐
車
場
へ
移
転

し
ま
し
た
。

　

総
合
庁
舎
の
駐
車
場
は
広
く
、
車
で
の

来
場
も
便
利
な
場
所
。
来
場
す
る
車
が
一

方
通
行
で
会
場
内
を
進
め
る
た
め
、
安
全

性
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
車
で
会
場
へ
行
け
な
い
方
か
ら

は
、
中
心
市
街
地
で
の
開
催
を
望
む
声
も

出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
で
行
う
た

め
、
雨
天
時
の
開
催
が
困
難
と
い
う
課
題

も
あ
り
、
過
去
に
数
回
、
天
候
を
理
由
に

中
止
し
ま
し
た
。
炎
天
下
の
夏
場
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
熱
中
症
に
な
り
そ
う
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
を
利
用
し
て
行
う
た
め
、
当
日

の
運
営
や
準
備
、
片
付
け
に
多
く
の
人
員

が
必
要
で
す
。
人
員
や
車
両
な
ど
、
協
力

企
業
に
も
負
担
が
伴
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
意
識
を
つ
く
る

　

常
設
型
資
源
ご
み
回
収
拠
点
施
設
が
で

き
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
が
、
ほ
ぼ
毎

日
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
資
源
を
排

出
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。
分
別
品
目
の

多
様
化
や
回
収
品
の
売
却
益
の
確
保
、
ス

タ
ッ
フ
の
少
人
数
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
民
が
、
自
ら
分
別
し
て
持
ち
込
む
こ

と
は
、
ご
み
の
減
量
意
識
を
つ
く
り
出
し

ま
す
。
直
接
資
源
化
さ
れ
る
も
の
を
回
収

す
る
た
め
、
収
集
運
搬
や
中
間
処
理
の
コ

ス
ト
が
不
要
で
す
。

　

単
に
、
資
源
ご
み
の
回
収
拠
点
に
と
ど

ま
ら
ず
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
展
示
販
売
や
、

不
用
品
の
需
要
と
供
給
の
情
報
交
換
、
橋

渡
し
を
行
い
、
再
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
講
座
な
ど
の
開
催
や
生
ご
み

処
理
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
ご
み
問

題
の
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
市
民
が
主
導
す
る
、

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
、
多
彩
で
発
展
的

な
活
動
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
循

環
型
社
会
の
形
成
」
と
「
市
民
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
拠
点
に
な

り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
歩
み

経
験
生
か
し
循
環
型
社
会
の
拠
点
に

▲開設当初は、市役所の駐車場で開催していた

▲日曜リサイクル広場で
配布している「リサイくん通信」

▼毎月第３日曜日に恵那総合庁舎駐車場で開催されている日曜リサイクル広場▼段ボールコンポスト講座

【
現
在
の
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
】

□
と
き　

毎
月
第
３
日
曜
日
午
前
９
時
―

１１
時
（
雨
天
な
ど
で
中
止
の
場
合
は
、
告

知
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎
駐
車
場

□
回
収
品
目　

古
紙
、古
着
、飲
料
缶
、瓶
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
食
用
廃
油
、
バ
ッ
テ

リ
ー
の
７
品
目
、
１８
種
類

□
主
催　

市
民
エ
コ
会
議
（
会
員
３４
人
）

□
協
力
団
体　

東
栄
製
紙
工
業
㈱
、
東
海

エ
コ
シ
ス
テ
ム
㈱
、
ケ
イ
ナ
ン
ク
リ
ー
ン

㈱
、
㈱
ア
パ
ッ
ク
ス
、
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作

業
所
、
恵
那
バ
ッ
テ
リ
ー
電
装
㈱
、
岐
阜

県
、
恵
那
市

　
　

市
民
エ
コ
会
議
（
代
表
・
安
藤
洋
子
）

志
２
５
―
２
０
３
４

▲回収しているプラスチック類

日曜リサイクル広場の回収量と利用実績

品　目 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

紙類 ４１.１㌧ ７５.７㌧ ７２.９㌧ （５７.６㌧）

古着 ７.４㌧ １９.５㌧ １６.５㌧ （１５.３㌧）

飲料缶 ０.２㌧ ０.８㌧ １.２㌧ （０.８㌧）

瓶類 ０.８㌧ ２.３㌧ ２.５㌧ （２.７㌧）

プラスチック類 １.０㌧ ６.３㌧ ８.２㌧ （７.７㌧）

食用廃油 ０.２㌧ ０.３㌧ ０.６㌧ （０.４㌧）

合計 ５０.７㌧ １０４.９㌧ １０１.９㌧ （８４.５㌧）

開催回数 ６回 １１回 １１回 （９回）

利用実績 １,５７８台 ３,７００台 ３,８７７台（３,５３０台）

※平成１９年度は１０月から、平成２２年度は１２月までの実績

２.８８ ２.８７ ２.９０
２.７２ ２.７８ ２.７１

２.６０

２.３７

１.８５ １.７４ １.７５ １.６３ １.６５ １.６１ １.５５ １.３７

１.０３ １.１３ １.１５ １.０９ １.１３ １.１０ １.０５ １.００

３.０

２.５

２.０

１.５

１.０

０.５

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

回収量
（千㌧） 

年度

旧市

南部集団資源回収の推移

問

【
市
民
エ
コ
会
議
】

　

平
成
１８
年
、
市
内
の
環
境
活
動
団
体
や

環
境
に
関
心
の
あ
る
個
人
が
参
加
す
る
ま

ち
づ
く
り
市
民
協
会
環
境
部
会
が
「
恵
那

市
の
ご
み
の
現
状
」の
出
前
講
座
を
開
催
。

ご
み
処
理
費
用
に
年
間
１０
億
円
以
上
を
費

や
し
、
資
源
も
無
駄
に
し
て
い
る
こ
と
を

学
ん
だ
。「
自
分
た
ち
で
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
、
環
境
課
職
員
を
交
え

て
定
期
的
な
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、「
日

曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催
す
る
た

め
に
、
平
成
４
年
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
し
て
い
る
「
も
の
と
心
を
大
切
に
す
る

会
」
と
、
環
境
部
会
に
参
加
す
る
個
人
で

「
市
民
エ
コ
会
議
」
を
設
立
。
現
在
の
主

な
活
動
は
、
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

や
ダ
ン
ボ　
　

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及

な
ど
で

す
。
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山
田　

利
用
状
況
は
、
平
成
１９
年
度
は
１

日
当
た
り
平
均
２
６
０
台
。
今
は
、
平
均

３
８
０
台
。
今
ま
で
の
最

高
は
昨
年
１２
月
の
５

０
４
台
で
す
。
最

近
は
、

１
日
に

４
０
０

台
ほ
ど

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
に

は
、
串
原
や
飯
地
町
な
ど
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
も
来
て
く
れ
ま
す
。
市
街
地
へ
買
い
物

に
来
る
と
き
に
「
ち
ょ
っ
と
た
ま
っ
た
か

ら
、
つ
い
で
に
持
っ
て
い
こ
う
」
そ
ん
な

形
で
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

温
暖
化
防
止
の
提
案
拠
点
に

―
常
設
型
資
源
ご
み
回
収
拠
点
施
設
の
在

り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

市
川　

環
境
問
題
は
テ
レ
ビ
で
も
頻
繁
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で

は
、
積
極
的
に
環
境
教
育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
教
室
だ
け
で
学
ん
で
い
て

も
知
識
と
な
る
だ
け
で
す
。
習
っ
た
こ
と

を
、
生
活
の
中
で
実
践
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
自
分
の
町
で
実
践
で
き
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

北
原　

拠
点
施
設
で
は
、
環
境
教
育
の
一

環
に
、
社
会
見
学
や
こ
の
施
設
で
授
業
な

ど
も
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

安
藤
（
克
）　

そ
の
こ
と
を
、
す
ご
く
期
待

し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　

子
ど
も
た
ち
に
、
３
Ｒ
の
推
進

を
も
っ
と
教
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
三
重

県
桑
名
市
の
常
設
回
収
施
設
「
ク
ル
ク
ル

工
房
」
で
は
、
学
校
の
新
任
の
先
生
が
研

修
す
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け

で
は
な
く
、
大
人
も
学
ぶ
こ
と
で
、
ご
み

を
減
ら
す
大
切
さ
が
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な

層
に
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

市
川　

本
市
は
環
境
先
進
地
に
、
子
ど
も

た
ち
に
は
環
境
博
士
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

長
谷
川　

３
Ｒ
の
推
進
が
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
る
よ
う
に
、
自
分
た

ち
の
生
活
の
方
向
を

見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

資
源
ご

み
の
回

収
拠
点

施
設
に
と
ど
ま
ら

ず
、
廃
棄
物
の
減
量
と
資
源

の
有
効
活
用
の
情
報
と
体
験
の
場
を
提
供

し
、
環
境
に
優
し
い
生
活
様
式
を
提
案
す

る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

安
藤（
洋
）　

可
燃
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
で
の
資
源
化
と
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
で
８５
㌫
も
減
ら
せ
ま
す
。
ご
み
出
し
は

１０
日
に
一
度
で
済
む
し
、
分
別
は
慣
れ
れ

ば
楽
し
い
で
す
よ
。

生
ご
み
は
自
家
処
理
が
理
想

―
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

安
藤（
克
）　

当
初
は
、
常
設
施
設
で
生
ご

み
を
回
収
し
、
堆
肥
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
た
ち
で
調
べ
て

い
く
う
ち
に
、
市
の
地
域
性
や
コ
ス
ト
面

を
考
え
る
と
、
生
ご
み
は
自
家
処
理
が
一

番
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

長
谷
川　

職
員
は
最
初
か
ら「
で
き
な
い
」

と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
わ
な
い
で

く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

樋
田　

生
ご
み
は
家
庭
の
中
で
、
自
分
た

ち
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
。

ご
み
に
出
さ
ず
家
庭

内
で
処
理
し
て

い
た
だ
く

の
が
理
想

で
す
。
行
政

が
、
方
法
や
こ
つ
の

普
及
を
直
接
行
う
こ
と
は

難
し
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
担
い
手

と
な
っ
て
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
市
内
に

は
こ
れ
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
方
た
ち
が

い
ま
す
。
家
庭
内
処
理
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
藤（
洋
）　

常
設
型
資
源
ご
み
回
収
拠
点

施
設
は
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
で
の
取
り
組
み
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
意
識
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

常設型施設の在り方と協働を語る
　日曜リサイクル広場を運営している市民エコ会議は「平成

２２年度恵那市まちづくり市民活動推進助成事業」の市民提

案型協働事業部門で、「常設資源回収ステーションの在り方」

を検討してきました。

　そこで今回、市民エコ会議とまちづくりを進めるまちづく

り推進課、環境課職員で座談会を開催し、日曜リサイクル広

場の開設を振り返りながら、常設型資源ごみ回収拠点施設の

在り方と協働について話し合いました。　

上
手
に
役
割
分
担
が
で
き
た

―
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
開
設
へ
向

け
、
市
民
団
体
と
企
業
、
行
政
で
計
画
か

ら
進
め
ま
し
た
が
、
会
議
や
準
備
は
う
ま

く
で
き
ま
し
た
か
。
ま
た
開
設
当
時
の
話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
藤
（
洋
）　

環
境
に
つ
い
て
、
職
員
と
私

た
ち
が
、
互
い
に
議
論
す
る
中
で
共
通
の

目
標
が
生
ま
れ
、
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

は
誕
生
し
ま
し
た
。
市
民
だ
け
で
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
、
市
と
一
緒
に
話
し
合

い
取
り
組
む
こ
と
で
、
実
現
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

長
谷
川　

話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
市
が

乗
っ
て
来
れ
ば
、
資
源
回
収
な
ら
で
き
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
職
員
が
協

力
企
業
や
場
所
を
選
定
、
私
た
ち
が
、
そ

の
担
い
手
で
あ
る
人
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
つ
く
る
。
上
手
に
役
割
分
担
が
で
き
ま

し
た
。

市
川　

業
者
さ
ん
も
利
益
は
二
の
次
で
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
、
企
業

も
環
境
問
題
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
い

け
な
い

時
代
の

た
め
、

運
が
良

か
っ
た
で
す
。

長
谷
川　

市
役
所
駐
車
場
で
、
広
場
を
開

催
し
て
い
た
時
は
大
変
で
し
た
。
金
曜
日

の
夜
ま
で
駐
車
場
に
は
た
く
さ
ん
の
車
が

あ
っ
た
の
で
、
職
員
が
夜
来
て
綱
張
り
を

し
、
会
場
を
確
保
し
て
く
れ
ま
し
た
。

樋
田　

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
当
然
そ
ち

ら
が
優
先
の
た
め
、
思
う
よ
う
に
会
場
を

使
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。

市
川　

市
民
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
来
た
車

を
、
知
ら
ず
に
一
生
懸
命
誘
導
。
乗
っ
て

い
る
人
も
「
何
で
か
し
ら
」
み
た
い
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

安
藤（
克
）　

職
員
の
皆
さ
ん
も
、
休
日
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
生
懸
命
動
い
て
く
れ

ま
し
た
。
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
開
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
男
性
会
員
が

で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

山
田　

私
は
、
会
員
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
手

伝
っ
て
」
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
切
っ
掛
け

で
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
や
運
営
を
す
る
た
め
に

は
、
社
会
経
験
が
豊
富
な
方
に
、
も
っ
と

参
加
し
て
ほ
し
い
。
団
塊
の
世
代
が
会
社

勤
め
を
卒
業
さ
れ
る
時
代
、
そ
う
い
う
方

た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

安
藤（
克
）　

可
児
市
の
拠
点
回
収
施
設
を

視
察
し
た
と
き
「
男
性
ス
タ
ッ
フ

が
い
な
い
と
大
変
」
と
聞
い
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
、

や
は

り
男

性
が

い
な

い
と
で
き
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

改
め
て
感
じ
た
需
要
の
多
さ

―
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
利
用
状
況
や

利
用
者
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
藤
（
洋
）　

利
用
者
は
、
中
高
年
の
方

が
多
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
意
外
と
若

い
人
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
子
ど
も
連
れ
や

赤
ち
ゃ

ん
を
抱

い
た
方
、

お
父
さ

ん
の
参
加
も
多
い
で

す
。
子
ど
も
に
分
別

さ
せ
て
い
る
姿
を
見
か
け
た
と
き
は
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
若
い

人
が
多
い
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。

市
川　

昨
年
１２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
初
め
て
利
用
す
る
」
と
答
え
た

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
日
曜
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
を
始
め
て
３
年
に
な
り
ま
す

が
、利
用
者
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
こ
と
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

長
谷
川　

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
来
た
と

き
は
、
少
し
驚
き
ま
し
た
。
高
齢
の
親
が

古
紙
な
ど
を
出
せ
な
い
か
ら
、
子
ど
も
や

親
戚
が
出
し
に
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

１
日
に
何
回
も
同
じ
人
が
来
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
か
何
か
で
、
み
ん

な
で
話
を
し
て
、
み
ん
な
の
分
を
持
っ
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
「
需
要
が

あ
る
」
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

座談会参加者（敬称略）

安藤洋
よう

子
こ

（市民エコ会議代表）

山田憲
のり

義
よし

（同副代表）

長谷川美
み

津
つ

恵
え

（同常設型施設検討部会長）

安藤克
よし

子
こ

（同生ごみ部会長）

市川その（同広報担当）

樋田健
けん

一
いち

（市環境課職員）

北原茂
しげ

昭
あき

（市まちづくり推進課職員）

▲左から安藤克子さん、長谷川さん、安藤洋子さん、山田さん、市川さん、樋田さん、北原さん。和やかな雰囲気の中で、
日曜リサイクル広場の開設を振り返りながら、常設型施設の在り方を語った
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４
月
か
ら
小
学
校
１
年
生
に
な

る
お
子
さ
ん
は
、
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
の
更
新
時
期
（
県
制
度
か

ら
市
制
度
へ
）
と
な
り
ま
す
。
対

象
の
方
に
は
、
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
書
類
に
記
入
し
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月
２３
日
㈬
、
２４
日
㈭

□
と
こ
ろ
・
時
間　

▽
旧
恵
那
市

地
域
の
方
＝
市
役
所
会
議
棟
中
会

議
室
・
午
前
９
時
―
午
後
７
時　

▽
南
部
５
地
域
の
方
＝
各
振
興
事

務
所
・
午
前
９
時
―
午
後
６
時

□
持
ち
物　

印
鑑
、
お
子
さ
ん
の

健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

□
対
象　

平
成
１６
年
４
月
２
日
―

平
成
１７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
３
月
２７
日
掌
と
４
月
３
日
掌
午

前
９
時
―
午
後
５
時
の
休
日
開
庁

日
に
も
市
民
課
で
受
け
付
け
ま
す

（
各
振
興
事
務
所
で
は
行
い
ま
せ

ん
）

　
　

市
民
課
医
療
給
付
係
（
内
線

１
５
１
）

　

水
道
検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
定
員　

１
人

□
採
用
日　

４
月
１
日
㈮㈮
㈮

□
対
象　

普
通
自
動
車
か
オ
ー
ト

バ
イ
を
運
転
で
き
る
方
。

□
勤
務
条
件　

▽
賃
金
＝
月
額
約

８
万
円
（
経
費
含
む
）
▽
内
容
＝

約
９
０
０
世
帯
（
大
井
町
・
長
島

町
・
笠
置
町
毛
呂
窪
地
内
）
の
検

針
業
務

□
申
し
込
み
方
法　

水
道
課
へ
履

歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

３
月
１６
日
㈬㈬
㈬

　
　

水
道
課
（
内
線
１
６
２
）

　

恵
那
消
防
署
の
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

□
定
員　

１
人

□
雇
用
期
間　

４
月
１５
日
㈮
―
１０

月
１４
日
㈮㈮

□
対
象　

高
校
を
卒
業
し
た
方
で

普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ
っ

て
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
方
。

□
勤
務
先　

消
防
本
部
（
市
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
）

□
業
務
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
事
務
と
軽
作
業

□
勤
務
条
件　

▽
賃
金
＝
日
額
６

０
０
０
円
（
通
勤
手
当
、
社
会
保

険
、
雇
用
保
険
に
加
入
）
▽
勤
務

時
間
＝
１
カ
月
２０
日
以
内
で
、
午

前
８
時
半
―
午
後
５
時

□
申
し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。

□
締
め
切
り　

３
月
１８
日
㈮㈮

　
　
　
　

消
防
本
部
消
防
課
志
２

６
―
０
１
１
９
（
内
線
２
５
１
）

□
対
象　

子
育
て
支
援
の
活
動
で

貢
献
し
て
い
る
団
体
や
個
人
、
企

業
な
ど

□
贈
呈　

３
月
３１
日
㈭
の
「
子
育

て
の
つ
ど
い
」
で
行
い
ま
す
。

□
締
め
切
り　

３
月
２１
日
㈪
必
着

□
申
し
込
み
方
法　

推
薦
者
と
本

人
の
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
④

選
定
の
理
由
な
ど
―
を
明
記
し

て
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

申
し
込
む
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
ふ
る
さ
と
活
力
推

進
室
（
内
線
３
８
１
）
死k

ik
ak

u

@
city

.en
a.lg

.jp

□
と
き　

４
月
２４
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
３
時

□
出
店
費　

２
０
０
０
円

□
申
し
込
み
期
間　

３
月
１
日
㈫

―
３１
日
㈭

※
詳
細
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp

://e
n

a
lo

g
.c

o
c

o
lo

g
-n

ifty
.

c
o

m

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
志
２

６
―
１
２
１
１
、商
工
観
光
課（
内

線
５
２
３
）

案
内

「百花繚乱の美」
　　３/３昭～４/３㈰

花のような美人たちが描かれた作品を、お楽しみください。

　

市
外
部
評
価
試
行
委
員
会
（
市

川
美
彦
委
員
長
）
が
、
２
月
４
日

に
市
へ
提
言
書
を
渡
し
ま
し
た
。

市
民
に
よ
る
事
務
事
業
評
価

の
本
格
実
施
に
向
け
、
約
６
０
０

あ
る
市
の
事
務
事
業
の
う
ち
、
４

事
業
に
つ
い
て
試
行
的
に
評
価
を

実
施
し
た
同
委
員
会
。
評
価
の
手

法
や
委
員
会
の
在
り
方
を
「
評
価

す
る
事
業
は
委
員
が
選
定
」「
次

年
度
の
予
算
編
成
ま
で
に
評
価
す

る
」「
委
員
の
人
数
は
７
人
か
ら

１０
人
程
度
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
提
言
書
を
尊
重
し
、

来
年
度
か
ら
市
民
に
よ
る
外
部
評

価
を
進
め
ま
す
。

　

提
言
書
の
詳
し
い
内
容
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.ci

ty
.en

a.lg
.jp

）
の
他
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

　

２
月
９
日
、

空
の
路
ひ

ろ
め
隊

が
、
県
営

名
古
屋
空
港

の
利
便
性
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
空
の
路

ひ
ろ
め
隊
は
、
春
日
井
市
・
小
牧

市
・
豊
山
町
で
構
成
さ
れ
、
２
月

４
日
か
ら
６２
市
町
村
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
同
空
港
で
は
、
フ
ジ
ド
リ

ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
が
新
た
に
、

熊
本
便
を
３
月
に
就
航
す
る
こ
と

と
な
り
、
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
を
し
ま

し
た
。

　

同
空
港
は
、
特
に
交
通
ア
ク
セ

ス
が
良
い
上
、
５
日
間
駐
車
場
が

無
料
。
出
発
も
到
着
も
１
階
か
ら

ス
ム
ー
ズ
に
搭
乗
が
で
き
、
出
発

の
２０
分
前
に
到
着
し
て
も
利
用
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
３
１

２
）

　

現
在
、
７０
歳
―
７４
歳
で
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
が
１
割
の
方
は
、

平
成
２４
年
３
月
末
ま
で
１
割
負
担

の
ま
ま
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

３
月
末
ま
で
に
、
対
象
の
方
へ

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
４
月
以
降
は
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
提
示
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係（
内

線
１
４
８
）

　

市
で
は
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
次

の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
、
本

人
負
担
額
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
希
望
す
る

方
が
接
種
す
る
任
意
の
予
防
接
種

で
す
。

□
対
象　

▽
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
＝
平
成
７
年
４
月
２
日
―

平
成
１１
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女

性　

▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
＝
生
後
２

カ
月
―
５
歳
未
満
児　

▽
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
＝
生
後
２
カ

月
―
５
歳
未
満
児

※
詳
細
は
、
本
紙
３
月
１５
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

健
康
推
進
課
（
内
線
２
２
３
）

来
年
度
か
ら
森
林
整
備
事
業

（
造
林
補
助
金
）
が
森
林
環
境
保

全
直
接
支
援
事
業
に
変
わ
り
ま

す
。小

規
模
な
自
力
間
伐
な
ど
は
、

補
助
の
対
象
外
と
な
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

間
伐
な
ど
森
林
施
業
を
計
画

す
る
場
合
は
、
事
前
に
最
寄
の
森

林
組
合
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
補
助
間
伐　

搬
出
間
伐
を
主
体

と
し
た
森
林
施
業
の
計
画
（
１
団

地
３０
㌶
以
上
）
を
立
て
、
１
回
に

５
㌶
以
上
実
施
し
た
間
伐
。

　
　
　
　

恵
那
市
森
林
組
合
志
２

６
―
０
４
０
１
、
恵
南
森
林
組
合

志
４
７
―
２
８
１
１

　
　

恵
那
農
林
事
務
所
林
業
課
志

２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
３
０
４
）、

林
業
振
興
課
（
内
線
５
２
９
）

３月６日㈰、４月３日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料
です。当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください）

　　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

歌川広重「隅田堤闇夜の桜」（田中コレクション）

大判錦絵三枚続　１８４７（弘化４）年～１８５１（嘉永４）年

　ことしも、上矢作町達
たっ

原
ぱら

大
おお

平
だいら

地区の福
ふく

寿
じゅ

草
そう

が、開

花の時期を迎えます。棚田の斜面約４０㌃に約１０万

株の福寿草が自生していて、４月上旬まで順次咲いて

いきます。皆さんのお越しを、お待ちしています。

□一般開放期間　３月６日㈰～ ４月３日㈰午前１０時～

午後４時

□ところ　達原大平地区（上矢作振興事務所から国道

４１８号を長野県平谷村方面へ約５㌔）

□注意事項

▽ 個人の土地を開放していただいています。迷惑にな

らない行動をお願いします。

▽ 道路事情が悪いため、３月１２日㈯～ ４月３日㈰の土 ･

日 ･ 祝日は、上矢作振興事務所発のシャトルバス（無

料）を利用ください。ただし、雪や雨などの天候によ

り運休する場合があります。

▽ 地元の「福寿草を守る会」が環境保護協力金として、

３００円をお願いしています。ご協力をお願いします。

▽ 日が差さないときは、花が咲きませんので好天の日

を選んでお越しください。

　　上矢作振興事務所振興課志 ４７-２１１１

３月６日掌から福寿草自生地を一般開放 紹
介

募
集

案
内

▲美しく咲き誇る福寿草

▼

可知市長㊧に提言書を手渡した市外
部評価試行委員

問

問

▲なごぴょん

市
外
部
評
価
試
行
委
員
会

が
市
長
に
提
言

間
伐
の
補
助
制
度
が
変
更

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

を
更
新
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら
子
宮
頸
が

ん
予
防
接
種
な
ど
に
助
成

便
利
な
県
営
名
古
屋
空
港

を
Ｐ
Ｒ

大
井
・
長
島
・
笠
置
地
区

の
水
道
検
針
員

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
い
子

育
て
支
援
者
な
ど

第
２
回
恵
那
ま
ち
な
か
市

出
店
希
望
者

消
防
本
部
の
臨
時
職
員

問申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

問申
・
問

問

問

国
民
健
康
保
険
の
自
己
負

担
１
割
の
方
は
据
え
置
き

問

9 82011.3.1 広報えな
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自
分
自
身
の
命
と
対
話
す
る

会
で
す
。
子
育
て
で
悩
む
お
母

さ
ん
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１４
日
㈪
午
前
１０

時
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

東
海
神
栄
電
子
工

業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
井
町
）

□
定
員　

１０
人
程
度（
先
着
順
）

□
講
師　

未み

来き

見み

基き

さ
ん

□
料
金　

▽
当
日
＝
４
０
０
０

円　

▽
前
売
り
＝
３
０
０
０
円

※
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
不
可

　
　
　
　

自
然
育
児
サ
ー
ク
ル

し
お
む
す
び
志
２
５
―
８
９
２

２

　

長
島
町

永
田
の
永

田
梅
露
庵

公
園
に
は

水
戸
偕
楽

園
の
し
だ
れ
梅
や
、
京
都
祇
園

で
育
っ
た
し
だ
れ
桜
が
植
栽
さ

れ
、
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

花
と
香
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□
と
き　

３
月
２０
日
㈰
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

梅
露
庵
公
園
（
県

道
６６
号
線
沿
い
・「
永
田
」
バ

ス
停
か
ら
徒
歩
１
分
）

□
内
容　

豚
汁
・
綿
菓
子
の
配

布
（
数
に
限
り
あ
り
）、
五
平

餅
や
地
域
特
産
品
の
販
売
、
餅

投
げ
（
午
後
０
時
半
）

□
駐
車
場　

永
田
森
林
組
合
、

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
、
永
田
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
徒
歩
１０
分
）

※
当
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

当
公
園
を
目
指
す
、
お
さ
し
ま

知
っ
Ｃ
ｉ
ａ
ｏ
ウ
オ
ー
ク
も
開

催
。
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、

で
き
る
限
り
バ
ス
の
利
用
か
、

お
近
く
の
方
は
徒
歩
で
お
出
掛

け
く
だ
さ
い

　
　

長
島
町
永
田
区
長（
宮
崎
）

志
０
９
０
―
３
３
８
８
―
８
１

０
１

　

第
３９
回
光
秀
ま
つ
り
武
将
行

列
の
騎
乗
武
将
「
明
智
光
秀
」

と
「
明
智
光
春
」
役
を
募
集
し

ま
す
。

□
定
員　

各
１
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

□
対
象　

市
内
在
住
で
、
馬
に

騎
乗
で
き
る
２０
歳
―
６０
歳
ま
で

の
方
（
性
別
や
乗
馬
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
）

□
と
き　

５
月
３
日
㈫
午
前
８

時
―
午
後
２
時

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

番
号
⑤
身
長
⑥
足
の
サ
イ
ズ
⑦

希
望
の
役
（
光
秀
・
光
春
）
―
を

明
記
し
て
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

３
月
３１
日
㈭
必

着※
結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
７
９

２
明
智
町
８
４
３
―
１　

光
秀

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
明
智
振

興
事
務
所
内
）
志
５
４
―
２
１

１
１

　　

広
報
え
な
１
月
１
日
号
の
中
学

生
、
市
長
と
語
る
会
の
特
集
を
読

ん
で
、
中
学
生
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
話
が
出
て
、
と
て
も
良
い
企
画

が
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

市
の
良
い
と
こ
ろ
の
ア
ピ
ー
ル

や
活
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、あ
る
生
徒
の
よ
う
に
、

腰
の
曲
が
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
と
同

居
し
て
い
れ
ば
、
高
齢
者
の
生
活

や
介
護
の
問
題
。
そ
し
て
長
男
の

立
場
と
し
て
、
出
産
や
子
育
て
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
新
婚
生
活
を

ど
こ
で
始
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
問
題
も
、
も
う
数
年
後
に

は
自
分
に
ふ
り
か
か
る
こ
と
な
の

で
す
。

　

恵
那
に
若
い
人
が
暮
ら
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

市
で
は
、
本
年
度
作
成

し
た
恵
那
市
総
合
計
画
後

期
計
画
（
計
画
期
間
平
成
２３
―
２７

年
度
）
の
中
で
、
人
口
減
少
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
「
み
ん
な

が
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
出
産
か
ら
老
後
ま
で

安
心
し
て
生
活
の
で
き
る
施
策
や

市
外
か
ら
市
内
へ
の
移
住
を
促
進

す
る
た
め
の
施
策
な
ど
を
、
重
点

戦
略
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
計
画
後
期
計
画
の

概
要
版
は
、
本
紙
４
月
１
日
号
と

同
時
に
、
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
企
画
課
）

　

広
報
え
な
１
月
１５
日
号
の
表
紙

に
、
昨
年
１０
月
に
実
施
さ
れ
た
国

勢
調
査
の
結
果
、
市
の
人
口
は
５

万
３
千
７
２
７
人
と
報
告
が
あ
り

ま
す
。
最
終
ペ
ー
ジ
の
１
月
１
日

現
在
の
市
の
人
口
は
５
万
５
千
２

２
２
人
と
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

差
し
引
き
１
千
４
９
５
人
の
差

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
１０
月
か
ら
１

月
１
日
の
２
カ
月
弱
の
間
に
１
千

４
９
５
人
増
加
し
て
い
る
と
も
思

え
ま
す
。
５
万
５
千
２
２
２
人
と

い
う
の
は
総
務
省
か
ら
公
表
さ
れ

る
確
定
値
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
し
て
も
差
が
大
き
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

違
い
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

広
報
え
な
１５
日
号
の
最

終
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
る
人
口
は
、
住
民
登
録
上
の

人
口
で
す
。
こ
こ
か
ら
も
、
あ
る

程
度
、
正
確
な
人
口
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

住
民
登
録
は
、
住
民
票
の
発
行

や
印
鑑
登
録
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続

き
で
す
。
し
か
し
住
民
登
録
を
残

し
た
ま
ま
大
学
に
通
っ
て
い
る
方

や
、
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
方
な

ど
、
届
け
出
の
状
況
は
人
に
よ
っ

て
違
っ
て
い
ま
す
。
他
市
に
登
録

を
残
し
た
ま
ま
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
も
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
住
民
登
録
と
は
関

係
な
く
、
現
在
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
や
世
帯
を
対
象
に
、
調
査

を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
住
民
登

録
の
人
口
と
は
、
一
致
し
な
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１０
月

に
行
っ
た
国
勢
調
査
の
結
果
、
実

際
に
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

５
万
３
千
７
２
７
人
で
し
た
。

　

ま
た
国
勢
調
査
は
５
年
ご
と
に

実
施
し
、
男
女
の
別
や
出
生
の
年

月
、
教
育
、
就
業
状
態
な
ど
個
人

や
世
帯
に
関
す
る
事
項
な
ど
も
調

査
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

今
後
の
少
子
高
齢
化
の
予
測
や
人

口
の
将
来
の
見
通
し
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
計
画
や
防

災
計
画
な
ど
、
行
政
運
営
や
計
画

の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
以
外
に
も
、
毎
年
さ

ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ど
の
統
計
調
査
も
、
貴
重

な
情
報
を
得
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
課
）

　

東
京
都
内
で
ラ
イ
ブ
活
動
す

る
「
ピ
ン
ク
さ
つ
ま
い
も
」
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
で
す
。

収
益
金
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
送

ら
れ
ま
す
。

□
と
き　

３
月
２０
日
㈰
午
後
１

時
半
（
午
後
１
時
開
場
）

□
と
こ
ろ　

武
並
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
小
学

生
以
下
は
無
料
）　

　
　
　
　

２１
世
紀
ク
ラ
ブ
（
片

桐
）
志
２
６
―
１
１
０
０

　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
の
約

１
５
０
０
体
の
土
び
な
や
町
並

み
に
展
示
さ
れ
て
い
る
お
ひ
な

さ
ま
を
見
な
が
ら
、
お
気
に
入

り
の
衣
装
で
大
正
村
を
散
策
し

ま
し
ょ
う
。

　

琴
や
三
味
線
、
大
正
琴
な
ど

の
生
演
奏
や
、
茶
会
、
ス
ピ
ー

ド
く
じ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

３
月
２７
日
㈰

□
と
こ
ろ　

日
本
大
正
村
各
所

□
受
け
付
け　

午
前
１０
時
か
ら

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
、資
料
館
、

大
正
ロ
マ
ン
館
で
行
い
ま
す
。

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
大
正

村
４
館
共
通
入
館
券
、
ス
ピ
ー

ド
く
じ
券
、
呈
茶
券
、
カ
ラ
ス

ミ
・
甘
酒
・
餅
の
引
換
券
付
き
）

□
そ
の
他　

ス
ピ
ー
ド
く
じ
大

会
は
大
正
時
代
館
で
午
前
１０
時

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

日
本
大
正
村
役
場
志
５
４

―
３
９
４
４

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

４
月
５
日
―
２６
日（
毎

週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半
―
１１

時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
説
明

し
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
入
門
講
座
】

□
と
き　

４
月
７
日
―
２８
日（
毎

週
木
曜
日
）
午
後
１
時
―
３
時

（
全
４
回
）

□
内
容　

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
か

ら
簡
単
な
文
書
入
力
、
編
集
を

学
習
し
ま
す
（
バ
ー
ジ
ョ
ン

２
０
０
２
を
優
先
し
ま
す
。
定

員
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
他
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
も
対
応
し
ま

す
）。

【
共
通
】

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
２
０
０
円
程
度
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

３
月
１０
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

３
月
２８
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
の

可
否
は
３
月
２９
日
㈫
以
降
に
連

絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲中学生がさらに自慢できる恵那にする案を発表

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

「
中
学
生
が
ま
ち
づ
く

り
を
提
案
」
を
読
ん
で

胎
話
士
に
よ
る
コ
コ
ロ

の
お
手
入
れ
お
話
会

申
・
問

国
勢
調
査
と
住
基
台
帳

の
人
口
の
違
い
は
何
か

「
祝
大
正
百
年
」
光
秀
ま
つ

り
の
騎
乗
武
将
を
募
集

申
・
問

申
・
問

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

を
開
催

梅
露
庵
公
園
祭
り

問

「
祝
大
正
百
年
」

き
・
も
・
の
ｉｎ
大
正
村

問

▲お気に入りの衣装で大正村を散策

４
月
期
講
座
を
開
催

申
・
問

▲梅露庵公園の梅
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　山岡保育園の５歳児３３人が、１月２４日、ひな人形作

りに挑戦。指導はユーモアのある人形作りで有名な宮地

直
じき

樹
じゅ

さん（４３歳・林昌寺）が当たり、園児それぞれが個

性のある「お内裏様」と「お姫様」を作り上げました。

　笠置町毛
け

呂
ろ

窪
くぼ

地区の簡易水道が、着工から５年の期間

を費やして完成。１月２７日に関係者ら約７０人が出席し

て、通水式が行われました。各家庭で抱えてきた水量不

足や水質の不安などが、解消されることになりました。

　山本芳
ほう

翠
すい

生誕１６０年記念講演会が、１月２３日に明智文

化センターで開催。約１２０人の参加者は、講師の実践女

子大学図書館の大井三代子さんが紹介した郷土の先人山

本芳翠と下田歌子のつながりを、熱心に聞き入りました。

　給食の安心安全さを知っていただこうと、１月２７日と

２８日に市内４カ所の学校給食センターで、学校給食フェ

アを開催しました。参加者の約１３０人は、出来上がる工

程の見学などの後、試食用の給食を味わいました。

　

国
重
要
文
化
財
の
本
殿
が
あ
る
武
並
神
社
（
大
井
町
）

で
、
１
月
２６
日
の
雪
の
降
り
し
き
る
中
、
防
火
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
武
並
神
社
自
衛
消
防
隊
１４
人
を
は
じ
め
参

加
し
た
総
勢
約
４０
人
は
、
境
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
火
用

水
か
ら
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
、
敷
地
内
の
ポ
ン
プ
設
備
を

使
っ
た
放
水
訓
練
な
ど
を
実
施
。
自
衛
消
防
隊
の
隊
長
・

纐
纈
夏
樹
さ
ん
（
６１
歳
）
は
、
訓
練
終
了
後
に
「
本
日
の

訓
練
を
教
訓
と
し
て
防
火
に
努
め
、
こ
の
大
切
な
財
産
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

郷土の先人が活人画を通じて交流

給食フェアで安心安全な給食を味わう

ユーモアのある「ひな人形」を作った

悲願の水道が毛呂窪地区で完成 訓
練
を
教
訓
に
大
切
な
財
産
を
守
る

三郷町

牧野 優
ゆ

茉
ま

ちゃん

☆
祝
１
歳
☆
い
つ
も
笑
顔

を
あ
り
が
と
う
。
明
る
く

元
気
に
育
っ
て
ね
。

直
宏
さ
ん
・
智
絵
さ
ん

　４月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、３月１５日㈫までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

３月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

上矢作町

塚田 稀
き

空
ら

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♪
明
る

く
、
元
気
に
ス
ク
ス
ク

育
っ
て
ね
♥

一
也
さ
ん
・
茜
さ
ん

大井町

三浦 拓
たく

巳
み

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
い
つ

も
み
ん
な
を
癒
や
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
♪

正
人
さ
ん
・
三
奈
さ
ん

山岡町

水野 望
も

花
か

ちゃん

３
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

に
囲
ま
れ
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
女
の
子
で
す
。

廣
善
さ
ん
・
美
智
代
さ
ん

中野方町

酒井 悠
ゆ

衣
い

ちゃん

☆
祝
１
歳
☆
悠
衣
が
元
気

で
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

家
族
み
ん
な
の
幸
せ
だ
よ

秀
明
さ
ん
・
朋
美
さ
ん

長島町

安永 璃
り

碧
あ

ちゃん

り
あ
、
１
歳
お
め
で
と
う
。

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♡

操
さ
ん
・
ま
い
子
さ
ん

大井町

吉田 旺
おう

翼
すけ

くん

祝
１
歳
♡
お
っ
と
り
お
お

ら
か
旺
翼
く
ん
。食
べ
ち
ゃ

い
た
い
ほ
ど
愛
し
い
よ
♡

公
太
郎
さ
ん
・
智
香
恵
さ
ん

大井町

伊藤 和
わ

花
か

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
和
花

の
笑
顔
が
大
好
き
。
元
気

で
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
♪

靖
浩
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん

東野

堀江 孝
こう

基
き

くん

孝
く
ん
１
歳
お
め
で
と
う

☆
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
育
っ
て
ね
♡

正
彦
さ
ん
・
美
香
さ
ん

大井町

田邊 舞
ま

弥
や

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
錘
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
遊
ん
で
大
き

く
な
っ
て
ね
♡

誠
治
さ
ん
・
は
る
香
さ
ん

武並町

渡邉 真
ま

美
み

子
こ

ちゃん

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
た
く
さ
ん
食
べ
て

大
き
く
な
ー
れ
♡

真
さ
ん
・
朋
美
さ
ん

明智町

新井 結
ゆい

翔
と

くん

☆
祝
☆
１
歳
☆
い
つ
も
人

と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

祐
介
さ
ん
・
智
美
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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大
井
町
岡
瀬
沢
中

小こ

板い
た 

美み

江え

子こ

さ
ん　

５９
歳

　

こ
と
し
還
暦
を
迎
え
る
美
江
子
さ
ん

は
、
地
域
の
お
祭
り
や
行
事
、
ふ

※

れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
に
引
っ
張
り
だ
こ
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
腹
話
術
や
手
品
を
披
露
。
一
人

で
も
で
き
る
健
康
回
復
法
の
話
や
、
つ
ぼ

療
法
な
ど
で
も
、み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る
。

　

美
江
子
さ
ん
は
、相
棒
の
人
形
「
花
ち
ゃ

ん
」
や
動
物
の
人
形
と
一
緒
に
、
腹
話
術

や
手
品
を
す
る
。「
花
ち
ゃ
ん
」
が
手
品

を
す
る
と
、み
ん
な
大
喜
び
し
て
く
れ
る
。

　

２０
年
ほ
ど
前
、
知
人
と
コ
ン
ビ
を
組
み

漫
才
を
し
て
い
た
が
、
双
方
が
忙
し
く
活

動
を
中
止
。
そ
の
後
、
手
品
と
腹
話
術
を

覚
え
た
。「
笑
い
は
人
を
喜
ば
せ
、
手
品

は
人
を
驚
か
せ
る
。
人
を
驚
か
せ
た
り
、

笑
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
」
と
話

す
美
江
子
さ
ん
。「
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と

が
自
分
の
喜
び
」。
皆
さ
ん
か
ら
力
を
も

ら
い
な
が
ら
、
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　

市
が
合
併
し
て
か
ら
、
活
動
範
囲
が
広

が
っ
た
。
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ

た
恵
那
南
部
地
域
へ
も
出
掛
け
る
機
会
が

増
え
た
。「
ど
こ
の
方
た
ち
も
、
一
生
懸

命
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
自
分
が
元
気
を

あ
げ
に
行
く
の
に
、
元
気
を
頂
く
」
と
、

い
ろ
ん
な
地
域
を
訪
問
し
て
感
じ
た
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
元
気
な
方
が
多

く
、
み
ん
な
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
、
喜

ん
で
く
れ
る
。
施
設
を
訪
問
し
た
と
き
は

「
花
ち
ゃ
ん
」
を
通
じ
て
「
そ
の
人
の
心

の
中
に
入
っ
て
行
け
る
。
閉
ざ
さ
れ
た
心

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
」と
感
じ
る
。「
無

表
情
の
人
が
『
花
ち
ゃ
ん
』
を
見
て
笑
う

こ
と
は
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
喜
ぶ
。

　

「
手
品
や
腹
話
術
は
ど
ん
な
と
き
で
も

人
を
和
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
最

近
確
信
し
た
。「
人
の
心
を
つ
か
む
切
っ

掛
け
に
な
る
」
と
日
夜
努
力
を
続
け
て
い

る
。腹
話
術
や
手
品
は
、一
度
見
て
も
ら
っ

た
ら
、次
は
同
じ
こ
と
が
で
き
な
い
。「
自

分
を
磨
く
た
め
に
も
、
常
に
新
し
い
こ
と

を
す
る
」
と
言
う
美
江
子
さ
ん
。
講
習
を

受
け
た
り
、
新
し
い
ネ
タ
を
探
し
た
り
し

て
、
喜
ば
せ
る
こ
と
に
余
念
は
な
い
。

　

１０
年
後
、
お
笑
い
一
座
を
作
る
こ
と
が

目
標
。
同
年
代
が
頑
張
る
姿
を
見
て
、
お

年
寄
り
に
、
元
気
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
す
る
腹
話
術
師

人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
喜
び

　消防庁の主催による「消防団シンポジウムｉｎ恵那」が、

２月１１日に恵那文化センターで開催。市内企業の代表

者と消防団員の参加で行われたパネルディスカッションで

は、「地域との共生が大切」などが話し合われました。

　恵那ロータリークラブを通じて、スリランカへ救急車を

贈る贈呈式が、２月７日に市消防防災センターで行われま

した。スリランカへの贈呈は２回目。名古屋港から出発す

る救急車は、国立病院で再び救急活動に使用されます。

　１月２９日に恵那文化センターで「生きること・学ぶこ

と」をテーマに、新春スペシャル講演会が開催。参加し

た約９００人の前で、作家の童門冬二氏と俳優の藤本隆宏

氏、実践女子大学教授の大関啓子氏が語り合いました。

　２月１５日に恵那東中学校３年生５６人が、千葉大学の准

教授・安藤哲哉氏（５１歳）による「楽しい数学教室」で学び

ました。安藤氏は「数学を勉強すると視野が広がり、世の

中の見え方も変わってくる」と、生徒に語り掛けました。

　急増している野生鳥獣の農作物への被害。その対策を

考える研修会が、２月９日、恵那文化センターで開催され

ました。集まった約２００人は、岐阜大学の森元萌也氏が

紹介した対策のヒントに、熱心に耳を傾けていました。

　野井保育園の園児５３人が、２月３日の節分に伝統行事

の豆まきをしました。園児たちは北山からやって来た赤

鬼が登場すると、少しおびえながら自作の升に入れた豆

を、力いっぱい投げつけて鬼を追い払いました。

豆のパワーで鬼を追い払った 「生きること・学ぶこと」をテーマに講演

深刻な鳥獣被害対策のヒントを聞く 次の救急活動の舞台はスリランカ

数学を勉強して視野を広げてほしい 企業も消防団も地域との共生が大切

７７

※ふれあいサロン＝地域で閉じこもりがちな高齢者が、寝たきりや認知症にならないよう予防して、健康で長生きできるよう
にするための地域活動



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　上矢作町の北東部、飯田洞川の支流域に位置し、面積

はおよそ１０㌶、針葉樹林と広葉樹林が混じり、手つか

ずの美しい森林景観を作り出している。季節風や雪の影

響を受けやすい北側にはブナが、それ以外の区域にはモ

ミやツガなどの針葉樹が、中には２５㍍を超すモミの木

などが生育する。パンフレットに従って

遊歩道を歩くと、ミズナラ、ブナ、サワ

ラ、モミなどからなる見事な天然林や、

多くの山野草に接することができる。ま

た、自然科学教育や自然観察ができる自

然の森でもある。上矢作振興事務所から

暗井沢林道、大船牧場を経由して１３㌔。

その内１．７㌔ほどは、歩いて行かなけれ

ばならない。ここは国有林のため、行く

ときは上矢作振興事務所に入林届を提

出し、入林許可を受ける必要がある。

４３

４４

▲長島町中野にある西行塚

▲根上がりの木（倒木や株の上で成長した木）

東野向島の「杉山の清水」（県の名水１００選）

は、西行が一口飲んで「実に甘くておいしい」

と称賛したとか。以来そのご利益により、

枯れることも濁ることもなく、夏は冷たく

冬は温かい水が湧き続けている。（ただし

飲料水ではないのでご注意を）

西行伝説 市内入寂が伝わる歌聖

アライダシ自然観察教育林 多種多様の天然美林

広報えなNo.１４６
２０１１年（平成２３年）
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』３月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９.５円（税込み）です。

自然観察教育林とは、国有林の中でも風景

の優れている地域にあって、自然休養の場と

して自然探勝、ハイキング、キャンプ、温泉

浴などの利用に適した相当程度の規模を有

する地域のこと。レクリエーションの森とも

呼ばれる。
▲共生木（異なる樹木が
根元や途中で一体となっ
たもの）

　西行は、平安時代の高名な歌人で、「歌聖」と呼ばれる。

俗名を佐藤義
のり

清
きよ

といい、１１１８（元永元）年生まれ。新古今

和歌集に９４首が採録される。妻子を持つ裕福な武士で

ありながら１１４０（保延６）年に突然出家し、全国を行脚し

ながら数々の優れた歌を残した。恵那の地にも多くの伝

説が残る。市内には歌を詠む際、この泉で墨を擦ったと

いう「西行硯
すずり

水
みず

」（県の名水１００選）をはじめ、梅
ばい

露
ろ

庵
あん

や松
しょう

林
りん

庵
あん

、竹
ちく

林
りん

庵
あん

などゆかりの史跡が点在し、大井町の長
ちょう

国
こく

寺
じ

と長島町の長
ちょう

栄
えい

寺
じ

には西

行の位牌が残されている。長

国寺縁起によれば、「西行の

死後は遺言通り村人が旧中

山道中野坂の傍らに埋葬し、

五輪塔を建てた」とあり、これ

が古くから西行塚と言われ、県

の史跡に指定されている。

次号は３月１５日号
　発行日は３月１５日㈫です

▲梅露庵公園（長島町永田）




